
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

危険物取扱者 ③ 21人 6人

人 毒物劇物取扱者 ③ 13人 4人
人 中級バイオ技術者認定試験 ③ 21人 20人

上級バイオ技術者認定試験 ③ 15人 6人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

1 名 1.7 ％

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
定期面談及び随時の個別面談・スクールカウンセラーの活用

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有
評価団体：私立専門学校等評価研究機構　　評価受審年月日：平成24年3月31日
評価団体：一般社団法人専門職高等教育質保証機構　評価受審年月日：平成31年2月15日

令和4年4月1日時点において、在学者58名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者57名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://www.osaka-hightech.ac.jp/course/bioscience/

■就職率　　　　　　　　 　： 100

令和5年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
1年次よりキャリア開発の授業を実施し、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや具体的
な就職指導、面接練習を通して一人一人に合せた就職先に
ﾏｯﾁﾝｸﾞさせていく。
■卒業者数 22
■就職希望者数 22

■主な就職先、業界等（令和３年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
JCRファーマ（医薬品）、住友ファーマ（医薬品）、ユーロフィン分析
化学研究所（医薬品）、ミリオナ化粧品（化粧品）、オリエンタル酵母
工業（食品）

（令和3年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す
るか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 100
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 22 人

（令和　4

長期休み

■学年始め：４月１日
■夏季：８月８日～９月１１日
■冬季：１２月２８日～１月６日
■学年末：２月６日～３月３１日

卒業・進級
条件

所定の科目のすべてに合格し、かつ出席率が６７％以上で
あること。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

学友会執行部・各種部活動前期・後期にそれぞれ定期面談を実施するとともに、出席状
況や成績、授業中の様子や学生からの申出によって、随時個
別での面談指導を実施している。 ■サークル活動： 有

学期制度
■前期： ４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日
　都合により、変更する場合がある。

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
試験の素点、小テスト、実習実技、レポート、出席状況等を
総合的に評価する

１１４人 50人 0人 3人 16人 19人

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3
3185時間 1845時間 120時間 1770時間

認定年月日 平成27年　2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

文化・教養 文化教養専門課程 バイオ・再生医療学科
平成27年文部科学省

告示第13号
-

学科の目的
医療･医薬、環境、食品などバイオテクノロジーが応用される分野で活躍する技術者を養成するため、学内カリキュラムに加えて業界の先端技術を学べ
る学外実習などの業界連携科目によって、業界に求められる人材を養成することを目的とする。

06-6150-1301
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人　大阪滋慶学
園

昭和62年4月1日 浮舟　邦彦
〒532-0003
大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話）

大阪ハイテクノロジー専
門学校

昭和62年4月1日 橋本　勝信
〒532-0003
大阪市淀川区宮原１－２－４３

（電話） 06-6392-8119

（別紙様式４）

令和5年7月1日

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地
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宮本　哲豪
一般社団法人　大阪府臨床工学技士会理事

在日本南プレスビテリアンミッション淀川キリスト
令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

上田　忠佳

永井　慎

赤澤　夏郎

鈴木　謙三

松浦　亮太

清田　源

増井　英明

葭矢　千佳江

尾崎　卓宏

志和　輝彦

物産アニマルヘルス株式会社

ＮＰＯ法人　日本バイオ技術教育学会
岐阜医療科学大学 保健科学部 臨床検査学科

株式会社プレンプロジェクト

マテック八尾（八尾経営・技術交流会）

株式会社　ザ・ビッグスポーツ

ラグスタ株式会社

公益社団法人　大阪府柔道整復師会

増田整形外科クリニック

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

公益社団法人　日本放射線技術学会　近畿支部

（開催日時）
第１回　令和4年7月6日実施　18:30～20:00
第２回　令和5年1月18日　18：30～20：00

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

教育課程編成委員会は年2回の実施

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

小嶋　宏典 社会医療法人　祐生会　みどりヶ丘病院 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

徳永　政敬 一般社団法人　兵庫県臨床工学技士会 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

山本　鋭二郎

藤田　秀樹

石田　貴大

福西　康修　

社会福祉法人　恩賜財団大阪府済生会
大阪府済生会野江病院

公益社団法人　大阪府診療放射線技師会

株式会社　互恵会　大阪回生病院

木村　辰典 木村鍼灸院 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

杉浦　正人 関西医科大学香里病院 令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針

バイオテクノロジーは先端技術分野の一つであり、その進歩は非常に速い。また、医療や環境分野などへの実用化も速やかに進展している。専門学
校においてこの分野の技術を教授するには、産業界や学術関連の新しい情報を常に収集し、その技術をカリキュラム編成に反映させることが重要で
ある。またコミュニケーション能力などの社会人として必要な基礎力についても、業界からの意見を反映して教育指導にあたらなければならない。業
界等の意見を計画的に収集する手段の一つとして、教育課程編成委員会を設置する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程編成委員会は理事会直轄の独立した委員会組織であり、学内の教務部や事務部とは別に運営される組織である。教育課程
編成委員会の位置付けについては、「学校法人大阪滋慶学園　教務組織規則」「学校法人大阪滋慶学園　教育課程編成委員会規定」
および組織図に明記されている。教育課程編成委員会の意見は学校内で十分に検討した上で、学科のカリキュラムや教育指導内容に
反映する。反映にあたっては学科長をはじめとする学科教員が主体的に行い、必要に応じて教務部長、事務局長、学校長と相談・了承
のうえ反映する。学則変更を伴う場合は、理事会の承認を得たうえで反映する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和5年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２年）

ホリスティックメディカルジャパン

有限会社　Ｊ-ＲＡＤＩＡＮＣＥ
かがやき整骨院

丹波　徹二 公益社団法人　大阪府鍼灸師会



②指導力の修得・向上のための研修等

(一社)大阪府専修学校各種学校連合会主催：人権教育研修会　2023年6月1日（木）「発達障がいの理解と就労を見据えた
支援」　参加予定

一般社団法人日本再生医療学会の臨床研究教育セミナー　2022年6月8日（水）～ 7月8日（金）に参加。（再生医療を提供す
るために必要な設備基準や流れなど再生医療等安全性確保法について）。実用化が進む再生医療において、細胞を扱う環
境および安全性確保の為の法について学んだ。今後の再生医療従事者に必要な知識・技術について考える参考とした。

②指導力の修得・向上のための研修等

所属法人主催の教育研修としてクラスマネジメント研修（5月26日：和田）、教員カウンセリング研修（10月20日：古谷）が参
加。フォローアップ研修に参加した。

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

自費研美容医療EXPO2023 2023年5月27日（土）　コスメ原料としての幹細胞培養液の効果などからそのトレンドなどについ
て。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

バイオテクノロジー分野の進歩は非常に早いため、教員自身が専門分野について学ぶための研修の充実が必要である。また、学生の
変化（学力、意欲等）も多様化しているため、授業の方法などについても新たな取組みが必要である。このようなニーズを踏まえて、学
校としてＦＤ委員会を設置し学科教員を対象とした研修を実施している。学校内および学園内で実施する研修は原則として参加が義務
付けられており、学外で実施される研修については、教員の代表者が出席してその内容について会議等で報告することとなっている。
研修に於いては、学校法人　大阪滋慶学園　教員研修規定に定められている。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

学外研修
企業・大学・公的機関等での研修を通じて、専門技術
や社会人基礎力等を身に付ける。

大阪大学大学院医学系研究科細胞生物学、大阪大学大学院
医学系薬理学講座生体システム薬理学、関西医科大学医学部
生理学第一講座、関西医科大学医学部 iPS・幹細胞再生医学
講座、リッツメディカル等

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

キャリア開発講座Ⅱ
（バイオトピックス）

業界、職種を業界講師よりの講義を通して、バイオ業
界について学ぶ。

大阪医誠会がん治療クリニック、三菱ケミ
カル、ニプロ、ピカソ美化学研究所、ミリオ
ナ化粧品、ミヨシ油脂、エイジェック

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
教育課程編成委員会での議事内容、あるいは各委員からの助言、および業界等への調査結果などは、学科の教育課程における新たな科目の設
定、科目内容や授業方法の改善、ｶﾘｷｭﾗﾑの体系化などに活用するものとする。具体的な例として、委員から、「実験の基礎が身についていることで、
企業での応用が身につく」「企業では成果をどのように伝えるかが重要となる。その為にプレゼンテーション力の向上が必要不可欠である」等の提案
に基づき、基礎を徹底的に身につけるｶﾘｷｭﾗﾑ編成やﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力を上げるため発表の機会を多くするよう授業内容の変更を加える等行ってい
る。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等との連携に当たり、学生の就職先となる各業界（医療・医薬・化粧品・食品・化学・環境等）のうち、専門学校生の採用実績がある企業を中心に
選定している。企業側にも学校側にも双方にメリットのある連携を行っている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

インターンシップ等学外で研修として学ばせていただくとともに、即戦力のスタッフとして人材を提供するように双方にメリット
のある形で実施している。特別講義では業界及び職種の話を伺う形で設定している。評価には、インターンシップ等について
は評価表による個別評価を依頼し、特別講義では学生のレポートを提出している。 学校より、外部研修等の依頼において
は、学校法人とは直接的な関連の無い企業等を選出し依頼している。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。



種別

保護者代表

保護者代表

地域代表

高等学校

卒業生代表

卒業生代表

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

釜本　浩明 精華高等学校
令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

谷本　みゆき

田中　幸恵

胡本　晃敏

保護者代表

近隣関係者（北中島社会福祉協議会　会長）

生命工学技術科卒業生

松浦　和代 保護者代表
令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者評価委員会での議事内容、および学校関係者評価委員より得られた意見等は速やかに学内で討議を行い、必
要に応じて具体的な改善を図る予定である。現状は退学率･資格合格率改善を目標に月１回教員全員参加の会議を行い、
意見交換・事例発表等行っている。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年4月1日現在

名　前

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

木村　政義

小西　正和

坂本　俊雄

臼井　達也

尾藤　何時夢

奥本　憲司

臨床工学技士科卒業生
兵庫医科大学病院

ナカライテスク株式会社

一般社団法人　i-RooBO Network Forum

学校法人　大阪成蹊大学

公益社団法人
和歌山県柔道整復師会

公益社団法人　大阪府鍼灸師会（奥本鍼灸院）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

令和4年4月1日～令和6年3月31日（２
年）

山本　桂

山口　道弘

一般社団法人　大阪府臨床工学技士会（医療法人　蒼龍会　井上病院）

地方独立行政法人　大阪府立病院機構
大阪はびきの医療センター

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.osaka-hightech.ac.jp/common/doc/school/disclosure/09_gakko_hyoka3.pdf

所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令遵守、個人情報保護、自己点検･自己評価とその公開

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献活動、ボランティア活動

（１１）国際交流 国際交流の取組み

（６）教育環境 施設･設備、学外実習、防災体制

（７）学生の受入れ募集 募集活動、教育成果の開示、入学選考、学納金

（８）財務 財務基盤、予算･収支計画、会計監査、財務情報公開

（３）教育活動
学科の教育目標、教育到達レベル、カリキュラムの体系化と科目配置、
キャリア教育、授業評価、教員の確保、教員研修、成績評価基準、資格取
得指導

（４）学修成果 就職率、資格取得率、退学率、学生･卒業生の社会的活躍

（５）学生支援
就職支援、学生相談、経済面支援、健康管理体制、課外活動、生活環境
支援、保護者連携、卒業生支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標 理念･目的･育成人材像、学校の特色、学校の将来構想

（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事制度、意思決定システム、情報システム

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校の諸活動においてその方針と評価結果を公表することは、開かれた学校として当然の責務であり、また学校外の方々からフィード
バックをいただくことは学校運営の改善につながることでもある。
本校では「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、毎年、自己点検･自己評価を実施する。その結果について学校関係者評
価委員会において説明を行い、学校関係者評価委員より評価をいただいている。学校関係者評価委員会には、学校長や教務部長など
とともに、学校関係者の代表として学生の保護者、卒業生、高等学校、地域、業界からが委員として参画している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
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（５）様々な教育活動・教育環境 入学前教育、資格サポート、就職サポート、施設･環境

（６）学生の生活支援 学校生活サポート、Work & Study、クラブ活動・学生寮、保護者説明会

（７）学生納付金・修学支援 学費一覧、学費サポート

（２）各学科等の教育
教育システムと教育スケジュール、学科の教育目標、教育課程、学科紹
介、学年暦

（３）教職員 学校長挨拶、教員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
学外実習、学外研修の手引き、特別講義･業界講演、海外研修、卒業研
究･課題研究、就職フェア、生涯教育システム

（１１）その他 社会貢献･地域貢献、高専連携、ボランティア活動

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL:http://www.osaka-hightech.ac.jp

（８）学校の財務 法人財務状況

（９）学校評価 自己点検･自己評価と学校関係者評価、第三者評価

（１０）国際連携の状況 国際交流

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
自己点検･自己評価結果等、学校運営や教育活動に関連する情報については、積極的に公開して広く社会に対する説明責
任を果たすとともに、公正で透明性の高い運営を推進し、教育活動の改善や社会からの信頼の獲得に資することを基本方
針とする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 建学の理念、大阪滋慶学園について、学校の沿革

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/
http://www.osaka-hightech.ac.jp/


必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 生物学
細胞の構造や機能、生体内の物質合成と代
謝など、生命・生物の基礎を理解する。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 化学Ⅰ
原子、分子、イオンなど物質を構成する基
本的な粒子や物質の化学的性質について学
ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 化学Ⅱ
分子結合、結晶格子、化学反応など物質の
構造や化学変化の理論について学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
バ イ オ 英 語
Ⅰ・Ⅱ

専門英単語から簡単な英文読解等、基礎の
英語を学ぶ。

1
前
後

60 4 ○ ○ ○

○
コンピュータ
ベーシック実
習Ⅰ・Ⅱ

PCの基本操作から始まり、Excel･Wordを用
いた基本的な操作などを学ぶ。

1
前
後

60 2 ○ ○ ○

○

コンピュータ
キ ャ リ ア ト
レーニング実
習

グラフや表を加えた文書の作成や、パワー
ポイント、Excel統計について学ぶ。

2
前

30 1 ○ ○ ○

○ 微生物学Ⅰ
微生物の分類、同定法、培養法、増殖、代
謝など微生物の基本的知識について学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 微生物学Ⅱ
発酵や抗生物質など微生物の利用方法につ
いて学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○ 有機化学
有機化合物の分類、国際命名法、性質、構
造、異性体、反応性などについて学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 分析化学
酸・塩基、酸化還元、溶液の濃度、容量分
析法、定性分析などの分析化学の基礎・原
理を学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 生化学Ⅰ
生体成分であるタンパク質・核酸・糖・脂
質等の構造・機能について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化・教養課程バイオ・再生医療学科）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 生化学Ⅱ
生体機能の根幹にあたる代謝系について学
ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
バイオテクノ
ロジー基礎実
習

顕微鏡操作、滅菌操作、培地作成、組織培
養、バイオ実験の基礎的な事項について学
ぶ。

1
前

## 4 ○ ○ ○

○ 生化学実習
アミノ酸やタンパク質、酵素、核酸、ビタ
ミン等生体成分について学ぶ。

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
バイオテクノ
ロジー実習演
習

実験に必要な事前準備・理論データの取扱
い・レポートのまとめ方を学ぶ。

1
前
後

60 2 ○ ○ ○

〇
滋慶選択科目
講座

滋慶グループ４校で開講される各講座か
ら、資格取得・就職対策・趣味等に活かす
授業。

1
前
後

60 2 △ △ 〇 △ ○

○

キャリア開発
講座Ⅰ（キャ
リ ア 教 育 実
践）

効率的且つ実際的なキャリア設計を行うた
めに、導入教育を踏まえ、業界情報や勉強
の仕方などから学び方・生き方・働き方を
考える。

1
前

30 2 △ ○ ○ ○

○

キャリア開発
講座Ⅱ（バイ
オ ト ピ ッ ク
ス）

業界、職種を業界講師よりの講義を通し
て、バイオ業界について学ぶ。

1
後

30 2 △ ○ ○ ○ ○

○
キャリア開発
講座Ⅲ（就職
ガイダンス）

自己分析の仕方、SPI、面接のポイントなど
就職活動に関する様々な事項について学
ぶ。

2
前
後

60 4 ○ ○ ○

○
キャリア開発
講座Ⅳ（就職
試験対策）

一般教養試験・SPIなど就職試験として課さ
れる筆記試験の対策を行う。

2
前
後

60 4 ○ ○ ○

○

キャリア開発
講 座 Ⅴ （ コ
ミ ュ ニ ケ ー
ション技法）

コミュニケーションに対する技法及び意識
を身に付け活用する術について学ぶ。

3
前

30 1 ○ ○ ○

○ 生命倫理
ライフサイエンス分野に携わる際に必要と
なる生命についての倫理を学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○ 英会話
英会話の初級レベルについてネイティブに
学ぶ

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
国際バイオ特
論

海外研修を通じて、知識・技術・海外のバ
イオ分野の動向等を知る。

2
前

30 2 ○ △ △ ○ ○

○
TOEIC対策講
座

TOEIC600点以上のスコアを目標とした対策
を行う。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



○ 分子生物学Ⅰ
核酸（DNA、RNA）の構造と機能、DNAの複製
について学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 分子生物学Ⅱ
DNAの転写・翻訳、情報伝達や細胞の様々な
振る舞いについて学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○ 遺伝子工学Ⅰ
核酸の抽出・制限酵素処理・電気泳動・
PCR・ハイブリダイゼーションなど基本的ゲ
ノム解析手法を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 遺伝子工学Ⅱ
遺伝子導入・ベクターなど遺伝子組み換え
方法の基礎を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
分子生物学実
習

ＤＮＡ・ＲＮＡ抽出、制限酵素処理、電気
泳動法など分子生物学実験の基礎を学ぶ。

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
遺伝子解析実
習

ＰＣＲ、遺伝子組換法、電気泳動法、塩基
配列決定法等、遺伝子解析の基礎技術を学
ぶ。

2
前

60 2 ○ ○ ○

〇
解剖生理学Ⅰ
Ⅱ

各臓器の基本的な構造や機能について理解
する

1
前
後

60 4 〇 〇 〇

○
細 胞 生 物 学
Ⅰ・Ⅱ

細胞内の分子の移動や細胞の情報伝達につ
いて学ぶ。

1
後
2
前

60 4 ○ ○ ○

○ 細胞工学
動物細胞の培養方法、細胞融合法等細胞を
用いた実験技術の理論について学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○ 免疫化学
抗体の分類、構造や作用、様々な免疫応答
反応及びその応用技術について学ぶ。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
バイオ技術演
習Ⅰ

中級バイオ技術者認定試験午前科目の対策
を行う

2
後

30 2 ○ △ ○ ○

○
バイオ技術演
習Ⅱ

中級バイオ技術者認定試験午後科目の対策
を行う

2
後

30 2 ○ △ ○ ○

○ 論文講読
各分野の邦文論文を講読し、論文の要旨や
実験方法、結果、考察の読解力を養う。

3
前

30 2 ○ △ ○ ○

○
植物バイオテ
クノロジー

組織培養や遺伝子組換え技術、植物細胞の
構造・機能、育種などを学ぶ。

3
前

30 2 ○ ○ ○



○
動物バイオテ
クノロジー

動物細胞の構造と機能、遺伝子導入法、発
生工学、培養技術などについて学ぶ。

3
前

30 2 ○ ○ ○

○
微生物バイオ
テクノロジー

微生物学全般に加え、微生物を利用した分
子生物学的技術について学ぶ。

3
前

30 2 ○ ○ ○

○ 生物分析化学
各種バイオアッセイ法や一般的な機器分析
の手法や原理について学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○
バイオ技術特
講Ⅰ

核酸・タンパク質、バイオ機器、安全管理
の復習を兼ね、上級バイオ技術認定試験対
策を行う。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○
バイオ技術特
講Ⅱ

動物・微生物・植物バイオの復習を兼ね、
上級バイオ技術認定試験対策を行う。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○

■
就
職
者
数

分析化学応用
実習

TLC、HPLC、GC、分光光度計など機器分析に
ついて学ぶ。

1
後

60 2 ○ ○ ○

○
タンパク質解
析実習

タンパク質抽出、電気泳動法、ブロッティ
ング法等タンパク質解析技術について学
ぶ。

2
前

90 3 ○ ○ △ ○

○

■
就
職
率
：

細胞培養基礎
実習

細胞の培養法、凍結保存法、継代培養法、
初代培養法などの動物細胞の基礎技術を学
ぶ。

2
前

90 3 ○ ○ ○

○
生物統計学実
習

バイオ分野で必要とされる統計処理技術に
ついて、Excelによる統計処理手法を中心に
学ぶ。

3
後

30 1 ○ ○ ○

〇
再生医療学Ⅰ
Ⅱ

再生医療の概念と現状と今後の発展、臨床
応用に必要な基礎知識を習得する。

1
前
後

60 2 〇 〇 〇

○ 医薬品学
医薬品の分類や作用機序、研究開発から臨
床試験、医薬品の分析の手法と理論を体験
的に学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○ 衛生化学
食品に起因する健康障害、環境汚染、感染
症の種類や対応、公衆衛生について学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○
ゲノム創薬概
論

ｹﾞﾉﾑ創薬について、タンパク質との関連、
基本的な考え方、ｹﾞﾉﾑ創薬を取り巻く現状
と技術について学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○ 論文演習 論文作成のルールや目的効果を学ぶ
3
後

30 1 ○ △ ○ ○



○ 英文講読ⅠⅡ
英語論文の講読を通し、英文の読解力をつ
ける。

2
後
3
前

60 4 ○ △ ○ 〇

○ 再生医療実習
幹細胞・ES細胞・iPS細胞の取り扱いなど、
細胞培養の応用的な技術を習得する。

2
後

90 3 ○ ○ ○

○ 化粧品学
皮膚の解剖生理や化粧品成分、製剤化技
術、処方について習得する。

2
後

30 2 〇 ○ ○

○
化粧品開発実
習

スキンケア・メイクアップ化粧品を中心に
化粧品作成を通じて処方開発の実際を学
ぶ。

2
後

60 2 ○ ○ ○

○
実験動物学実
習（集中）

実験動物の採血・解剖・薬理試験など動物
実験の基礎的技法を学ぶ（夏期集中授業）

2
後

30 1 ○ ○ ○

○
機器分析実習
（集中）

分光分析、ﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄﾘｰﾀﾞｰなどバイオ分野
で用いられる分析機器の原理、測定方法を
学ぶ。

2
後

30 1 ○ ○ ○

○
バ イ オ イ ン
フォマティク
ス演習

塩基配列の相同性検索プログラム等を用
い、各データベースを活用する手法を学
ぶ。

3
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
危険物取扱者
試験対策講座

危険物取扱者乙種4類合格へ向けた対策授業
1
前

30 1 ○ ○ ○

○
毒物劇物取扱
責任者試験対
策講座

危険物取扱者乙種4類合格へ向けた対策授業
1
後

30 1 ○ ○ ○

○
特許管理士対
策講座

特許管理士初級合格へ向けた対策授業
1
前

15 1 ○ ○ ○

○
技術英検対策
講座

工業英検4級合格に向けた対策授業
1
前

30 1 ○ ○ ○

○
マイクロソフ
トスペシャリ
スト対策講座

マイクロソフトオフィススペシャリスト合
格に向けた対策授業

1
後

30 1 ○ ○ ○

○
知的財産管理
技能検定対策
講座

知的財産管理技能検定3級合格へ向けた対策
授業

3
前

30 1 ○ ○ ○

○
ア ロ マ テ ラ
ピー検定対策
講座

アロマテラピー検定1級合格へ向けた対策授
業

3
前

15 1 ○ △ ○ ○



○ 課題研究
課題を探索しその問題点を検討することで
問題解決の考え方を学び、最終的には卒業
研究のテーマとする。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○ 卒業研究
テーマ選定から実験計画・実験・まとめ・
発表・報告書作成まで研究を通して学ぶ。

3
前
後

480 16 ○ ○ △ ○

○ ゼミ専門演習
卒業研究と連携し、各分野に必要な知識に
ついて学ぶ。

3
前
後

120 4 ○ ○ △ ○

○ 学外研修
企業・大学・公的機関等での研修を通じ
て、専門技術や社会人基礎力等を身に付け
る。

2
後

300 10 ○ △ ○ ○ ○

○ 学外実務研修
企業、大学、公的機関での研修を通じて、
実践力を高め、社会人となる準備とする。

3
前

120 4 ○ △ ○ ○ ○

　　　72科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業時に必用な時間数は3185時間とする
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

合計 3750単位時間(    172単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


